
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

流
離
譚
（
新
潮
連
載 

昭
和
五
十
四
年
七
月
号
の 

 
 
 
 

第
三
十
七
回
～
第
四
十
三
回 
 

昭
和
五
十
五
年
二
月
号
） 

 
 

 

新
潮
第
三
十
七
回
の
出
だ
し
に 

 

閏
四
月
二
十
一
日
の
今
市
攻
撃
に
失
敗
し
た
大
鳥
圭
介
麾 

下
の
会
津
軍
は
、
・
・
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も
、
流
離
譚

は
会
津
で
の
戦
い
の
話
が
続
き
ま
す
。
こ
の
戦
い
に
高
屋
左

兵
衛
の
名
が
出
て
来
ま
す
。 

 

恒
之
進
が
文
久
二
年
参
勤
に
従
い
大
坂
で
麻
疹
に
罹
り
死



去
し
ま
す
。
死
去
に
際

し
、
家
存
続
「
弟
に
覚
の

引
継
ぎ
」
の
願
い
を
文
久

二
年
八
月
に
上
司
に
出
し

て
い
ま
す
。
そ
の
お
陰
か

不
明
で
す
が
、
お
下
の
家

は
繋
が
り
ま
す
。
そ
の
上

司
の
名
が
高
屋
友
右
衛
門

で
流
離
譚
に
出
て
来
る
の

は
高
屋
左
兵
衛
で
す
の



で
、
流
離
譚
と
は
全
く
関
係
な
い
話
で
す
が
高
屋
友
右
衛
門

に
つ
い
て
次
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。 

文
久
二
年
「
閏
八
月
二
十
八
日 

山
内
豊
範
・
小
南
五
郎

右
衛
門
・
高
屋
友
右
衛
門
ら
、
京
都
河
原
町
長
州
藩
邸
を
た

ず
ね
長
州
藩
主
毛
利
敬
親
と
面
談
し
尊
攘
の
義
を
結
ぶ
」
と

あ
り
ま
す
。
恒
之
進
が
家
の
存
族
の
願
い
を
出
し
た
直
後
、

藩
主
に
重
宝
さ
れ
て
い
た
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
一
年
後
の

「
元
治
元
年
五
月
六
日
高
屋
友
右
衛
門 

大
御
目
付
並
び
御

軍
備
御
用
且
武
者
奉
行 

兼
帯
御
留
守
居
物
頭
共
被
差
免
御

馬
廻
被
仰
付
之
」
重
役
罷
免
・
格
下
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。 



武
士
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
厳
し
さ
！ 

 

 

第
三
十
八
回
の
書
出
し
は
、 

第
二
次
今
市
攻
防
戦
で
も
土
佐
軍
の
死
傷
者
は
全
員
銃
砲

弾
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。
・
・
・ 

一
、
袋
打 

 
 
 
 
 
 

中
島
佐
太
郎 

一
、
即
死 

 
 
 
 
 
 

同
馬
取 

京
二 

こ
の
後
に
袋
打
に
関
連
し
て
、
何
故
と
思
う
程
、
長
く
書
い

て
い
ま
す
。 

そ
し
て
戦
い
が
終
ら
な
い
中
、
こ
ん
な
記
載
が
あ
る
。 



・
・
だ
い
た
い
、
覚
之
助
た
ち
は
三
月
十
五
日
の
江
戸
城

総
攻
撃
を
め
ざ
し
て
進
撃
し
て
き
た
の
で
、
江
戸
を
陥
落
さ

せ
て
し
戦
争
は
終
り
、
土
佐
へ
凱
旋
で
き
る
も
の
と
単
純
に

さ
う
考
へ
て
ゐ
た
や
う
だ
。・
・ 

と
続
き
終
わ
ら
な
い
戦
争
を
書
い
て
い
る
。 

第
三
十
九
回
の
書
出
し
は
、 

白
河
の
攻
城
戦
に
圧
倒
的
な
勝
利
を
収
め
た
は
ず
の
官
軍

が
、
・
・
要
す
る
に
補
給
線
が
の
び
き
つ
て
、
兵
員
を
は
じ

め
食
糧
や
弾
薬
な
ど
の
補
給
が
つ
か
な
つ
た
か
ら
で
あ
る

が
、・
・ 



同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
た
の
が
昭
和
の
日
本
の
軍
隊
か
。 

 
以
降
、
大
島
軍
と
の
戦
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
こ
の
回
の

最
後
に 

覚
之
助
自
身
は
、
六
月
十
二
日
づ
け
の
手
紙
で
、
こ
の
戦

闘
の
前
後
の
模
様
を
述
べ
て
ゐ
る
。
と
覚
之
助
の
手
紙
を
紹

介
し
、
江
戸
の
旅
舎
よ
り
一
翰
謹
啓
、（
略
） 

こ
の
手
紙
の
末
尾
に 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
恐
々
謹
言 

六
月
十
二
日
夜 

大
人
様 



権
馬
様 

平
太
郎
殿 

乕
兵
衛
殿 

二
白
、
白
河
は
気
候
の
違
・
・
・
・ 

と
あ
り
ま
す
。
大
人
が
お
西
の
文
助
、
お
上
の
権
馬
、
本
家

の
平
太
郎
、
乕
兵
衛
と
連
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
太
郎
は

覚
之
助
の
長
男
、
乕
兵
衛
は
覚
之
助
の
次
男
で
名
は
乕
次
郎

で
慶
應
二
年
覚
馬
の
養
子
と
な
り
お
下
を
継
い
で
い
ま
し
た
。

慶
應
三
年
覚
之
助
が
出
獄
し
た
時
、
乕
次
郎
は
お
下
の
家
を

継
い
で
い
ま
し
た
の
で
、
慶
応
三
年
の
手
紙
で
初
め
て
連
名



の
中
に
乕
兵
衛
を
入
れ
た
の
は
不
思
議
に
思
う
が
、
お
下
は

佐
幕
派
で
別
扱
で
あ
っ
た
の
か
。 

 

第
四
十
回
の
書
出
し
は
次
で
す
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
四
月
二
十
四
日
の
宇
都
宮
落
城
以
後
、

大
鳥
軍
の
行
動
は
・
・
・ 

 
 

以
降
三
春
で
の
戦
い
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
知

識
不
足
で
こ
の
回
の
コ
メ
ン
ト
無
し
と
し
ま
す
。 

 

第
四
十
一
回
の
書
出
し
は
次
の
通
り
で
す
。 



板
垣
部
隊
が
本
宮
を
占
領
し
た
七
月
二
十
七
日
、
・
・ 

覚
之
助
の
死
が
近
づ
き
、
戦
況
を
覚
之
助
の
手
紙
で
書
い

て
い
ま
す
。
こ
の
手
紙
の
末
尾
の
宛
先
が
何
か
不
自
然
で
そ

れ
を
紹
介
し
ま
す
。 

・
・
・
い
よ
い
よ
八
月
二
十
日
、
会
津
若
松
へ
攻
め
こ
む
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
八
月
十
八
日
に
出
し
た

覚
之
助
の
手
紙
に
よ
つ
て
、
一
応
こ
れ
ま
で
の
戦
況
を
振
り

返
つ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。 

 
 

無
事
。 

 
 

二
本
松
よ
り
一
筆
謹
啓
。・
・
・ 



・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
□
□
□
申
し
上
げ
候
。 

八
月
十
八
日 

大
人
様 

権
馬
様 

平
太
郎
殿 

長
な
が
と
引
用
し
た
が
、
じ
つ
は
覚
之
助
の
手
紙
と
し
て

は
こ
れ
が
最
後
の
も
の
で
あ
る
。・
・
・ 

こ
の
手
紙
に
は
何
故
か
乕
兵
衛
が
外
し
て
い
る
。 

 

第
四
十
二
回
の
書
出
し
は
次
の
通
り
で
す
。 



八
月
二
十
日
、
官
軍
は
全
軍
、
二
本
松
を
出
発
。
・
・
・

こ
れ
に
続
い
て
若
松
城
攻
撃
の
模
様
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

大
砲
に
関
す
記
載
を
抜
き
出
す
と 

・
・
ど
つ
ち
に
し
ろ
官
軍
は
、
こ
の
第
三
陣
地
で
は
何
の

抵
抗
も
う
け
ず
に
保
成
関
門
を
占
領
し
、
大
砲
五
門
と
多
数

の
木
砲
を
捕
獲
と
あ
る
・
・ 

大
砲
と
は
木
砲
と
違
い
、
金
属
で
出
来
て
い
る
の
を
書

き
分
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
家
に
木
砲
ら
し
き
も
の
が
あ

っ
た
。
こ
れ
を
砲
の
専
門
家
「
宇
田
川
武
久
」
様
に
問
い
合

わ
せ
る
と
、
木
砲
で
な
く
、
砲
の
台
で
あ
る
と
の
返
事
が
き 

 
 
 
 
 
 

 



ま
し
た
。
砲
台
と
い
う
こ
と
は
、

砲
も
造
る
計
画
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
を
造
っ
た
の
は
恒
之

進
、
現
在
雪
隠
と
呼
ば
れ
る
場
所

で
火
薬
製
造
の
計
画
し
て
い
た
。

だ
が
、
ど
こ
で
使
う
積
り
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
若
松
進
撃
の
戦
い
の
中
で

次
の
記
載
が
あ
る
。 

‥

板
垣
の
盟
友
、
牧
野
群
馬

半円の溝の片側は太く

段々若干細くなる。 

全長：１７４ｃｍ 

溝幅：２９ｃｍ 



（
小
笠
原
唯
八
）
は
、
会
津
盆
地
を
見
は
る
か
し
て
、
昂
奮

の
あ
ま
り
、 

「
あ
あ
、
わ
れ
死
所
を
得
た
り
」 

 

と
さ
け
ん
だ
と
い
ふ
が
、
土
佐
か
ら
は
る
ば
る
幾
山
河
こ

え
て
、
こ
こ
ま
で
二
本
の
脚
で
歩
き
と
ほ
し
て
き
た
こ
と
を

想
へ
ば
、
・
・
・
牧
野
は
そ
の
日
午
後
、
若
松
城
下
で
実
際

に
重
傷
を
負
ひ
、
数
日
後
に
死
ぬ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

小
笠
原
は
権
馬
と
容
堂
か
ら
京
都
の
退
去
（
早
追
）
の
罰

を
受
け
た
。
が
、
そ
の
後
、
ま
た
抜
擢
さ
れ
た
戊
辰
戦
争
に

参
戦
し
た
。
覚
之
助
も
同
じ
よ
う
に
、
刑
を
受
け
獄
に
入
り
、



出
獄
し
参
戦
し
た
。
藩
を
恨
む
の
で
な
く
、
戦
い
に
駆
り
立

て
た
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
回
の
最
後
に 

か
う
し
て
、
こ
の
日
か
ら
丸
一
箇
月
、
鶴
ヶ
城
は
官
軍
の

包
囲
攻
撃
を
耐
へ
抜
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

耐
え
た
城
と
、
２
年
前
に
友
達
が
行
っ
た
時
の
と
明
治
初

期
の
若
松
城
を
並
べ
ま
す
。
古
い
写
真
に
は
鯱
は
な
い
が
、

最
近
の
写
真
で
は
鯱
が
あ
り
ま
す
。
戦
争
で
撃
ち
落
と
さ
れ

た
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
届
く
砲
は
な
か
っ
た
で



し
ょ
う
。
色
々
の
経
緯

が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

再
建
さ
れ
た
城
に
は
鯱

が
取
り
付
ら
れ
ま
し
た
。 

冬
ま
で
持
ち
越
せ
ば
、

戦
い
は
変
わ
っ
て
い
た

で
し
ょ
う
。 



第
四
十
三
回
の
書
出
し
は
次
の
通
り
で
す
。 

八
月
二
十
三
日
の
攻
撃
だ
け
で
、
土
佐
軍
の
戦
死
者
は
二

十
六
名
、
負
傷
者
は
二
十
名
に
の
ぼ
つ
た
。 

こ
れ
に
続
き
覚
之
助
の
死
ん
だ
と
き
の
状
況
が
色
々
書
か

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
次
を
紹
介
し
ま
す
。 

・
・
・
法
学
士
楠
瀬
保
馬
著
『
近
藤
勇
と
土
佐
勤
王
党
』

と
い
ふ
昭
和
四
年
に
高
知
県
で
刊
行
さ
れ
た
本
で
あ
る
。
表

題
は
は
い
さ
さ
か
奇
妙
で
あ
る
が
、
目
次
に
「
本
書
の
記
事

は
悉
く
事
実
」
と
断
っ
て
あ
つ
て
、
叙
述
は
た
し
か
に
甚
だ

具
体
的
で
あ
る
。・
・
・ 



覚
之
助
の
亡
く
な
っ
た
場
面
は
こ
の
本
を
参
考
し
て
い
ま

す
。
流
離
譚
を
引
用
し
ま
せ
ん
。
こ
の
本
は
デ
ジ
タ
ル
化
し

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
あ
る
方
は
そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
こ
の
本
に
は
取
材
時
の
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
安
岡
覚
之
助
の
こ
と
を
取
材
し
た
時
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。 

安
覚
死
状
中
「
長
軍
相
圖
」
云
々
は
安
亮
が
長
子
雄
吉
君

に
雄
吉
君
の
弟
秀
夫
君
が
筆
者
に
語
れ
る
も
の
「
耳
の
後
に

命
中
」
云
々
は
安
覚
の
従
弟
に
し
て
安
覚
家
現
戸
主
安
岡
正

煕
君
の
實
兄
た
る
藤
田
亀
之
助
君
（
七
十
一
歳
）
の
話
・
・ 



・
・
安
覚
従
弟
の
未
亡
人
た
る
安
岡
房
子
様
の
御
手
紙
に

よ
る
と
「
安
覚
は
身
長
五
尺
二
寸
位
や
せ
ぎ
す
な
固
い
體
で

見
か
け
も
可
愛
ら
し
い
人
で
」
あ
つ
た
由
。
藤
田
亀
之
助
君

の
話
と
安
岡
喜
太
郎
君
の
話
は
房
子
様
令
息
安
岡
秀
彦
君
よ

り
筆
者
に
通
知
し
て
下
さ
れ
た
。 

不
思
議
思
っ
た
の
は
、
房
の
手
紙
に
あ
る
覚
之
助
の
身
長

な
ど
で
す
。
房
は
文
久
元
年
生
ま
れ
で
、
覚
之
助
は
文
久
三

年
に
親
類
預
か
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
慶
応
三
年
に
出
獄
し

ま
す
が
、
六
歳
の
房
が
身
長
を
寸
ま
で
ど
の
よ
う
に
測
り
記

憶
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
の
は
覚
之
助
の
妻
万



喜
に
聞
い
た
の
か
？ 

本
が
出
さ
れ
た
昭
和
四
年
に
は
万
喜

は
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
房
は
漢
字
が
書
け
な
い
の
で
、
秀

彦
が
代
書
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

楠
瀬
さ
ん
が
秀
彦
を
尋
ね
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
秀
彦
の

昭
和
３
年
、
４
年
の
日
記
に
残
っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
や
り

取
り
と
最
後
の
を
掲
載
し
ま
す
。 

昭
和
三
年
八
月
十
九
日 
日
曜 

天
氣 

曇 

昨
日
ノ
嵐
ノ
跡
ノ
藤
□
ナ
ド
搔
キ
集
ム 

楠
瀬
ヨ
リ
覺
之
助
並
ニ
嘉
助
両
氏
傳
記 

ヲ
贈
ツ
タ
禮
状
来
ル
尚
ホ
仝
氏
ニ
手
紙 



ヲ
書
キ
問
合
セ
ノ
事
項
ニ
對
ス
ル
全
部
返 

答
セ
リ 

發
信 

楠
瀬
保
馬 

受
信 

別
役
駒 

楠
瀬
保
馬 

昭
和
四
年
一
月
六
日 

日
曜 

天
氣 

晴 
・
・ 

楠
瀬
保
馬
氏
ヨ
リ
覺
之
助
サ
ン
戰
死
ノ 

時
ノ
模
様
ニ
就
タ
又
々
問
ヒ
合
ア
リ 

受
信 

楠
瀬
保
馬 
年
賀 

一
月
八
日 

火
曜 

天
氣 
曇 



組
合
ヘ
行
ク 

 

組
合
ヘ
藤
田
亀
之
助
サ
ン
ニ
来
テ
貰
ツ
テ 

覺
之
助
様
戦
死
ノ
時
ノ
模
様
日
時
ヲ
聞
ク 

流
離
譚
は
覚
之
助
の
死
で
戊
辰
戦
争
の
記
載
は
終
り
ま

す
。 死

ん
だ
後
も
戦
い
は
続
き
「
南
山
御
蔵
入 

歴
史
街
道

図
」
に
「
戦
場
は
山
の
奥
深
く
」
の
記
事
を
見
る
と
、
戦

争
は
９
月
末
ま
で
続
き
、
「
９
／
25
布
沢
で
会
津
軍
、
西

軍
会
談
、
休
戦
を
定
め
る
。
」
で
終
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

休
戦
中
な
の
で
し
ょ
う
か
。 



 


